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四

負
債
性
資
本
調
達
手
段
等
（
次
に
掲
げ
る
も
の
の
額
の
合
計
額
を
い
う
。）

イ

負
債
性
資
本
調
達
手
段
で
、
次
に
掲
げ
る
性
質
の
す
べ
て
を
有
す
る
も
の

\

無
担
保
で
、
か
つ
、
他
の
債
務
に
劣
後
す
る
払
込
済
み
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

]

第
九
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
償
還
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

^

損
失
の
補
て
ん
に
充
当
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

_

利
払
の
義
務
の
延
期
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

期
限
付
劣
後
債
務
（
契
約
時
に
お
い
て
償
還
期
間
が
五
年
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。）

五

保
険
会
社
又
は
保
険
持
株
会
社
の
連
結
子
法
人
等
で
あ
る
少
額
短
期
保
険
業
者
に
係
る
法
第
二
百
七
十
二
条
の

二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
十
条
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
算
入
さ
れ
る
額

（
控
除
項
目
）

第
三
条

法
第
百
三
十
条
第
一
号
に
掲
げ
る
額
（
保
険
会
社
の
経
営
の
健
全
性
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
保
険

金
等
の
支
払
能
力
の
充
実
の
状
況
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
の
基
準
を
定
め
る
た
め
に
用
い
る
保
険
会
社
及
び
そ
の

子
会
社
等
に
係
る
額
に
限
る
。）又
は
法
第
二
百
七
十
一
条
の
二
十
八
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
額
の
計
算
に
あ
た
っ
て

は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

一

保
険
会
社
及
び
そ
の
連
結
子
法
人
等
又
は
保
険
持
株
会
社
及
び
そ
の
連
結
子
法
人
等
が
、他
の
保
険
会
社
等（
保

険
会
社
若
し
く
は
保
険
持
株
会
社
又
は
少
額
短
期
保
険
業
者
若
し
く
は
少
額
短
期
保
険
持
株
会
社
を
い
う
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
保
険
金
等
の
支
払
能
力
の
充
実
の
状
況
を
示
す
比
率
の
向
上
の
た
め
、
意
図
的
に
当

該
他
の
保
険
会
社
等
の
株
式
そ
の
他
の
資
本
調
達
手
段
（
前
条
第
四
項
第
四
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
並
び
に

保
険
業
法
第
二
百
七
十
二
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
三
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
険
金
等
の
支

払
能
力
の
充
実
の
状
況
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
の
基
準
を
、
保
険
業
法
施
行
規
則
第
二
百
十
一
条
の
五
十
九
及

び
第
二
百
十
一
条
の
六
十
の
規
定
に
基
づ
き
、
少
額
短
期
保
険
業
者
の
資
本
金
、
基
金
、
準
備
金
等
及
び
通
常
の

予
測
を
超
え
る
危
険
に
相
当
す
る
額
の
計
算
方
法
を
定
め
る
件
（
平
成
十
八
年
三
月
金
融
庁
告
示
第
十
四
号
。
以

下
「
少
額
短
期
保
険
業
者
告
示
」
と
い
う
。）第
二
条
第
三
項
第
五
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
保
有
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
（
第
三
者
に
対
す
る
貸
付
け
等
を
通
じ
て
意
図
的

に
当
該
第
三
者
に
保
有
さ
せ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
含
む
。）に
お
け
る
、
当
該
保
有
し
て
い
る
他
の
保
険

会
社
等
の
資
本
調
達
手
段
の
額
（
次
項
に
お
い
て
「
控
除
額
」
と
い
う
。）

二

保
険
会
社
及
び
そ
の
連
結
子
法
人
等
又
は
保
険
持
株
会
社
及
び
そ
の
連
結
子
法
人
等
が
保
有
し
て
い
る
次
に
掲

げ
る
者
の
株
式
そ
の
他
の
資
本
調
達
手
段
（
前
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）の
額
の
合
計
額

イ

金
融
子
会
社
で
あ
っ
て
、
連
結
財
務
諸
表
規
則
第
五
条
第
一
項
各
号
の
規
定
又
は
第
一
条
た
だ
し
書
の
規
定

に
該
当
す
る
た
め
、
連
結
の
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
者

ロ

当
該
保
険
会
社
又
は
保
険
持
株
会
社
が
法
第
百
六
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
又
は
第
十
四
号
に

掲
げ
る
会
社
（
同
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
会
社
の
う
ち
従
属
業
務
を
専
ら
営
む
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
金
融
業
務
を
営
む
会
社
」
と
い
う
。）を
子
法
人
等
と
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
子
法
人
等
で
あ
っ

て
、
連
結
財
務
諸
表
規
則
第
五
条
第
一
項
各
号
又
は
第
二
項
に
該
当
す
る
た
め
、
連
結
の
範
囲
に
含
ま
れ
な
い

者
（
イ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

ハ

当
該
保
険
会
社
又
は
保
険
持
株
会
社
が
金
融
業
務
を
営
む
会
社
を
関
連
法
人
等
（
令
第
十
三
条
の
五
の
二
第

四
項
に
規
定
す
る
関
連
法
人
等
を
い
う
。）と
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
関
連
法
人
等

２

前
項
第
一
号
の
場
合
に
お
け
る
意
図
的
に
保
有
し
て
い
る
他
の
保
険
会
社
等
の
資
本
調
達
手
段
が
当
該
他
の
保
険

会
社
等
に
と
っ
て
次
の
表
の
各
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
資
本
調
達
手
段
を
保
有
し

て
い
る
保
険
会
社
又
は
保
険
持
株
会
社
の
保
険
金
等
の
支
払
能
力
の
充
実
の
状
況
を
示
す
比
率
の
算
出
の
際
に
同
表

の
当
該
各
号
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
各
号
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
を
控
除
額
か
ら
除
く
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
表
の
各
号
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
が
同
表
の
当
該
各
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
額

を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
除
く
こ
と
が
で
き
る
額
は
、
当
該
各
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
額
と
す
る
。

５

前
項
第
一
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
額
（
特
定
負
債
性
資
本
調
達
手
段
を
除
く
。）の
合
計
額
が
、
保
険
会
社
又
は

保
険
持
株
会
社
の
連
結
中
核
的
支
払
余
力
（
算
入
限
度
額
（
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
か
ら
不
算
入
額
を
控
除
し
た

残
額
を
い
う
。
た
だ
し
、
当
該
残
額
が
零
未
満
と
な
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。）か
ら
第

三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
残
額
を
い
う
。
た
だ
し
、
当
該
残
額
が
零
未
満
と
な
る
場
合
に
は
、
零

と
す
る
。
第
八
項
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
単
体
中
核
的
支
払
余
力
（
保
険
会
社
及
び
そ
の
連
結
保
険
子
法
人
等
又
は

保
険
持
株
会
社
の
連
結
保
険
子
法
人
等
に
係
る
中
核
的
支
払
余
力
（
単
体
告
示
第
一
条
第
五
項
に
規
定
す
る
中
核
的

支
払
余
力
を
い
う
。）の
合
計
額
を
い
う
。
第
八
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
い
ず
れ
か
小
さ
い
額
を
超
過
す
る
場
合

に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
規
則
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
第
八
号
又
は
第
二
百
十
条
の
十
一
の
三
第
一

項
第
八
号
に
規
定
す
る
金
融
庁
長
官
の
定
め
る
も
の
の
額
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
か
ら
当
該
超
過
す

る
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

一

規
則
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は
第
二
百
十
条
の
十
一
の
三
第
一
項
第
一
号
か
ら

第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
額

二

そ
の
他
有
価
証
券
評
価
差
損
（
連
結
財
務
諸
表
規
則
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
そ
の
他
有

価
証
券
評
価
差
額
金
の
う
ち
、
負
の
値
で
あ
る
も
の
を
い
う
。）

三

生
命
保
険
契
約
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
契
約
に
係
る
単
体
告
示
第
一
条
第
四
項
第
一
号
イ
\
に
掲

げ
る
額
か
ら
同
号
イ
]
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額

四

損
害
保
険
契
約
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
契
約
に
係
る
単
体
告
示
第
一
条
第
四
項
第
一
号
ロ
\
に
掲

げ
る
額
か
ら
同
号
ロ
]
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額

五

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額

６

前
項
の
「
特
定
負
債
性
資
本
調
達
手
段
」
と
は
、第
四
項
第
四
号
イ
に
規
定
す
る
負
債
性
資
本
調
達
手
段
の
う
ち
、

利
払
の
義
務
が
非
累
積
型
（
延
期
さ
れ
た
利
払
を
行
う
必
要
が
な
い
も
の
を
い
う
。）又
は
累
積
型
（
延
期
さ
れ
た
利

払
が
累
積
し
、
翌
期
以
降
に
お
い
て
当
該
利
払
を
行
う
必
要
の
あ
る
も
の
を
い
う
。）の
も
の
で
あ
っ
て
利
払
の
義
務

の
延
期
に
制
限
が
な
い
も
の
を
い
う
。

７

第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
額
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
会
社
又
は
保
険
持
株
会
社
に
係

る
算
入
限
度
額
を
限
度
と
し
て
算
入
で
き
る
も
の
と
す
る
。

８

第
四
項
第
四
号
ロ
に
掲
げ
る
も
の
（
残
存
期
間
が
五
年
以
内
に
な
っ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
毎
年
、
残
存
期
間
が

五
年
に
な
っ
た
時
点
に
お
け
る
帳
簿
価
額
の
百
分
の
二
十
に
相
当
す
る
額
を
累
積
的
に
減
価
す
る
も
の
と
す
る
。）に

つ
い
て
は
、
保
険
会
社
又
は
保
険
持
株
会
社
の
連
結
中
核
的
支
払
余
力
又
は
単
体
中
核
的
支
払
余
力
の
う
ち
い
ず
れ

か
小
さ
い
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
を
限
度
と
し
て
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

９

第
四
項
第
四
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
に
掲
げ
る
も
の
の
償
還
又
は
同
号
ロ
に
掲
げ
る

も
の
の
期
限
前
償
還
（
以
下
「
償
還
等
」
と
い
う
。）の
特
約
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
償
還
等
が
債
務
者

で
あ
る
保
険
会
社
及
び
そ
の
連
結
子
法
人
等
又
は
保
険
持
株
会
社
及
び
そ
の
連
結
子
法
人
等
の
任
意
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
か
つ
、
次
の
い
ず
れ
か
の
と
き
に
限
り
償
還
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
り
、
同
号
イ
及
び
ロ
に
掲

げ
る
も
の
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
償
還
等
を
行
っ
た
後
に
お
い
て
当
該
保
険
会
社
又
は
保
険
持
株
会
社
が
十
分
な
保
険
金
等
の
支
払
能
力
の

充
実
の
状
況
を
示
す
比
率
（
保
険
業
法
第
百
三
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
区
分
等
を
定
め
る
命
令
（
平
成
十
二

年
総
理
府

大
蔵
省
令
第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
又
は
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
険
金
等
の
支
払
能
力
の
充
実
の

状
況
を
示
す
比
率
を
い
う
。
次
条
及
び
第
四
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
と

き
二

当
該
償
還
等
の
額
以
上
の
額
の
資
本
金
等
（
法
第
百
三
十
条
第
一
号
又
は
第
二
百
七
十
一
条
の
二
十
八
の
二
第

一
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。）の
調
達
を
行
う
と
き

10

第
四
項
第
四
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
期
間
が
経
過
し
た
後
に
一
定
の
金
利

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
金
利
」
と
い
う
。）を
上
乗
せ
す
る
特
約
を
付
す
場
合
に
お
い
て
、

当
該
ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
金
利
が
過
大
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
債
務
者
で
あ
る
保
険
会
社
及
び
そ
の
連
結
子
法
人

等
又
は
保
険
持
株
会
社
及
び
そ
の
連
結
子
法
人
等
が
償
還
等
を
行
う
蓋
然
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
最
初

に
償
還
等
が
可
能
と
な
る
日
を
償
還
期
日
と
み
な
す
。
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